
パナソニックの電⼦⿊板 JOINBOARD ならこんなに簡単!

パソコンを使わずここまでできる！

BFE1シリーズBF1シリーズ

大きく表示し映像へ書き込み可能 ⾝近な素材を教材に利活⽤

電源ONですぐに使えるカラーユニバーサルデザイン対応

PC

デジタルカメラ、USBメモリー

パソコンを接続しなくて
も、実物投影装置やDVD
プレーヤーなどの映像を
表示し、書き込みができ
ます。

デジカメで撮影した写真や
動画データ（SDカードや
USBメモリー）をパソコン
を使用することなく大画面
に表示できます。

電⼦⿊板本体の電源を⼊れ
るだけで内蔵ホワイトボー
ド画面が起動し、授業がス
タートします。

色弱者に配慮した「カラーユ
ニバーサルデザイン」を採用。
どんな人へも正しく情報を伝
えることができます。

動画再生機実物提示装置

みんなが使えて､楽しい授業

人にやさしい描画ツール 使いたい時にすぐに起動

※BF1シリーズのみ

※BF1シリーズのみ

TH-80BF1J TH-65BF1J TH-75BFE1J TH-65BFE1J

このディスプレイは⾊覚の個⼈差を問わず、より多くの⼈が⾒やすいよう、
カラーユニバーサルデザインに配慮して作られています。
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大会の意義を説明する教材を
大画面で共有

大会を支える人のイメージを
教材のワークシートを使って

個人ワークで広げる

グループワークで個人の意⾒を
共有し、多様な意⾒を知る

考えをまとめるのに有効な
イメージマップを活用

グループで検討した内容を
電⼦⿊板を使って発表

大画面を使って発表するので
後ろの生徒まで確実に情報が伝わる

総合学習の授業でプログラム１を実践いただきました。~千葉県野⽥市第⼆中学校様~ 

先生方のご要望
パナソニックのオリンピック・パラリンピック教育への取り組み

オリンピック・パラリンピック教育の推進に向けて

パナソニックのオリンピック・パラリンピック教育教材
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東京都の取組
組織委員会の取組

初等中等教育

高等教育

社会教育

東京都中央区晴海中学校様
「道徳」「特別活動」でプログラム４を実施。学校のテーマである「障がい者理解の促進」の⼀環で活用さ
れました。

千葉県⽴特別⽀援学校 流⼭高等学園様
パラリンピックに参加する卒業生がいたため、オリンピックとパラリンピックへの意識を⾼めたい思いもあ
り、プログラム１を実施。

東京都東久留⽶市⽴南中学校様
「道徳」「総合的な学習の時間」でプログラム２を実施。平成28年度の学校のテーマ「⽇本人としての⾃
覚と誇りの涵養（かんよう）」の⼀連の学習活動で「おもてなし」をテーマに活用。

⽴命館宇治高等学校
選択授業「探求選択スポーツ総合」の授業で「プログラム１，２，３」を実施。探求選択の授業でオリン
ピックとパラリンピックをテーマにした授業を体系的に取り組みたい。

学校のニーズにあわせた多様なアレンジ ~先生方の声~ 

特⻑

1
オリンピック運営を⽀援してきた
パナソニックならではの
質の高い映像教材が満載

自由にアレンジして
授業実施できる豊富な教材提供

映像①

映像③

映像④

映像⑤

映像⑥

映像⑦

オリンピックとはどんなもの？

リオオリンピックの裏舞台

パナソニックセンター東京のおもてなし

放送技術の進化

2020年の社会はどうなっているだろう？

パラリンピックとはどんなもの？

⼈と⼈とが共に生きる社会とは？

映像②

ティーチャーズガイド

授業進⾏スライド

ワークシート

指導案や教材研究のための
参考情報が満載。

編集アレンジができる
パワーポイント形式で提供。

協働学習の参考になる
ワークシート。
アレンジできるように
パワーポイント形式で提供。

各機関におけるオリンピック・パラリンピック教育の推進のための方策

スポーツの価値とオリンピック・パラリンピック教育の意義

オリンピック・パラリンピック教育の推進体制と
全国オリンピック・パラリンピック・ムーブメントの推進

①スポーツの価値
②オリンピック・パラリンピックの理念とオリンピック・パラリンピック教育の意義
③オリンピック・パラリンピック教育の具体的内容

学校現場での取組。教材・事例集等の開発・共有の推進。特別支援学校における⼀層の
推進。大会の観戦。等
大学生への教育。研究・スポーツ医科学や競技用具に関する研究開発。地域におけるオ
リンピック・パラリンピック教育推進、ボランティア人材の育成。
社会教育施設を通じた学習、資料のネットワーク化と活用。デジタルアーカイブの構築
とその活用。

年35時間程度。各学校で年間指導計画作成。
「ようい、ドン」展開。認証制度スタート。企業・大学等のプログラム推進
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プログラム 1
目的に応じて自由に組み合わせ可能な4つのプログラム

大会の意義とそれを支える人々

プログラム 2

プログラム 3

プログラム 4

多様性と国際理解 –おもてなしを考える–

多様性と共生社会 –インクルーシブな社会を考える–

テクノロジー&イノベーション –技術革新が社会に与える影響を学ぶ–

（オリンピック・パラリンピック教育に関する有識者会議より）


